むし 暑い 闇夜の ことだった。 

一台の 幌型 自動車が、 熱 海から 山伝いに 箱 根へ 向け 

て、 十 国 峠へ 登る 複雑な 登山道 を 疾走り 続けて いた。 

のこぎり 

S 字 型の ジッグ ザッグ 道路で、 鋸 の 歯の ような 猛烈 

な スィッチ バックの 中 を 襞 積の ように 派出す る 真黒な 

山の 支脈に 沿って、 右に 左に、 谷 を 渡り 山肌 を 切り開 

いて 慌 しく 馳け 続ける。 全く それ は慌 しかった。 自動 

車 それ 自身 は 決して ハイ • スピ— ド ではない の だが、 

なんしろ 大腸の 解剖 図みたい な 山道 だ。 向う の 山 鼻で、 



がくなん 

峠から 箱 根 峠まで、 岳 南 鉄道 株式会社の 経営に よる 自 

動 車 専用の 有料道路に 通ず るの だ。 代表的な 観光 道路 

で、 白地に 黒線の マ— クを 入れた 道路標識が、 スマ— 

トな姿 体で 夜目に も鮮 かに 車窓 を 掠め 去る。 

やがて 自動車 は、 ひときゎ鋭ぃへ^ -— ピンの ような 

山 鼻の 力— ブに 差し かかった。 運転手 は 体 を 乗り出す 

ようにして、 急激に ハンドル を 右へ 右へ と 廻し 続ける。 

ググ ググッ と、 いままで 空間 を 空 撫でして いた 

ひか リ 

ヘッド. ライトの 光芒が、 谷間の 闇 を 越して 向う の 山 

の 襞 積へ ぼやけた スポット • ライト を 一 一 つ ダブらせな 

がら サッと 当って、 土台の 悪い 幻燈み たいに グ ラグ ラ 



「ありません」 

自動車 は、 再び 全速力で 走リ だした。 

とうとう 峠に やって来た。 

道が 急に 平坦に なって、 旋回して いる 航空 燈 台の 閃 

光が、 時々 あたり を 昼の ように 照し 出す。 もう 此処 ま 

で やって来 ると、 樹木 は 少しも 見当らない、 一面に 剪 

り 込んだ ような 芝草 山の 波 だ。 

と、 向う から 自動車が 一 台 やって来た。 ヘッド • ラ 

さ つ き 

イトの 眩 射が、 痛々 しく 目 を 射る。 —— 先刻の ク ー ぺ 

だろう か？ 

くるま くるま くるま 

だが その 自動車 は 〔# 「自動車 は」 は 底本で は 「自転車 



「見えませんでした」 

「見えなかった？ だって 切符 を 買いに 来たで しょ 

う？」 

くるま 

「いえ、 来ません。 あれ は 大将の 自動車です」 

「なに、 大将？」 紳士 は 急き込んだ。 

はさみ 

「はい」 事務員 は 切符に 鋏 を 入れて 出しながら、 「こ 

ほリみ くるま 

の 会社の 重役で 堀 見様の 自動車で すから、 切符 なぞ 売 

リ ません」 

「なに、 堀 見 9 …… はは ァ、 あの 岳 南 鉄道の 少壮 重役 

だな。 じゃあ、 ク— ぺの 操縦 者 は、 堀 見 氏 だつ たんだ 

ね？」 



式 会社 はこの 平均 標高 二 千 五 百 呎 の 馬の 背の 尾根 伝 

ドラ イヴ ■ ウェイ 

いに 山地 を 買収して、 近代的な 明るい 自動車 道 を切リ 

開き、 昔風に 言えば 関 銭 を 取つ て 自動車 旅行者に 明快 

雄大な 風景 を 満喫 させよう という 趣向だった。 だから 

マイル ペイ- a 1 ド 

南北 約 六 哩 の 有料道路 は 独立した 一 個の 私 線路で 

あって、 十 国 口と 箱 根 口との 両端に ニケ 所の 停車場が 

ある だけで 枝道 一本つ いてない。 しかも その 停車場に 

は 前述の ように 道路の 上に 遮断機が 下りて いて 番人の 

ちと 

厳重な 看視の 下に 切符な しで は 一 般に 通行 を 許さない。 

だから 途中から y J の 有料道路 へ 乗り込んで 走り抜ける 

訳に も 行かなければ、 又 途中から 有料道路 を 抜け出し 



て 走り去る こと も 出来つ こない。 

もっとも 尾根 伝いの 一 本道と は 云っても、 数哩 ぶつ 

通しの 直線 道路で はなく、 主として 娯楽 本位の 観光 道 

路 だから、 直線 そのものの 美し さも 旅行者に 倦怠 を覚 

えさせない 程度の それで あつ て 到る ところに 快い ス 

ム ー スな 力— ブが あり、 ジッグ ザ ッグが ぁリ、 S 字 型、 

C 字 型、 U 字 型 等 々 さまざま の 曲線が 無限の 変化 を 見 

せて 谷に 面し 山頂に 沿つ て 蜿蜒と して 走り続ける。 

けれども この 愉快な 有料道路 も、 夜と なって は ほと 

んど 見晴らしが 利かな い。 わけても 今夜の ように 雲が 

低く のしかかつ たむし 暑い 闇夜に は、 遠く 水平線の あ 



—— ああ、 もしもし、 熱海署 です か？ 当直の 方 

です か？ …… 僕 は大月 弁護士で すが、 誰れ かいません 

なつやま 

か 9 …… 夏山さん？ …… いいです、 代って 下さい …… 

—— 夏山 警部補で すか 9 …… 大 月です …… いや、 

却って 失礼しました …… ところで 突然です が、 一寸 妙 

な 事件が 起き ましてね …… 実は 箱 根 口の 有料道路の 

停車場に います …… ええ、 自動車の 櫟 逃げなん です が 

ね、 それが とても 妙なん です、 ただの 鑠 逃げ 事件 だけ 

じゃァ ない らし いんです …… ええ …… 、 そうです …… 

ええ、 …… むろん、 追ッ馳 けました よ …… 両方の 



停車場 を 閉塞して、 有料道路へ 追い込ん だんです …… 

ところが いないん です …… 本当です とも …… え 9 

ええ、 ええ、 お待ちし てます …… そうです か、 じゃあ 

大急ぎで 来て 下さい …… ああ、 それからね、 ォ ー ト- 

バイで なしに、 自動車で 来て 下さい …… ええ、 僕の 

くるま 

自動車 は、 怪我人 を 乗せて、 箱 根へ やっちま つたんで 

す …… なんしろ 大 怪我です からね …… じゃあ 後 ほど、 

さようなら 。 

ああ、 もしもし …… もしもし …… そちら は、 熱 

おそ 

海の 堀 見さんで すか？ いや、 どうも、 晚 くから 済み 



ません …… 失礼です が、 貴女 は 9 ああ、 そうです 

か、 私 は、 弁護士の 大 月と 云う ものです が、 一 寸 火急 

の 用件が 出来 ま して … … 御主人 は 御 在宅 です か 9 …… 

え 9 お 留守？ 東京の 御 本宅の 方？ じゃァ 

どなた か 御 家族の 方 はいらつ しゃいません か 9 …… な 

に、 え？ お嬢さん？ 鎌 倉へ 行かれた 9 …… 他に ど 

なた も、 いらっしゃいません か 9 え？ え？ お 

客 様が 一 人 9 …… お客様 じゃァ 仕様がない …… じゃァ 

ギヤ レ I ジ 

ね、 変な こと をお 訊ねし ますが、 お宅の 車庫に は、 自 

動 車が あります か？ え？ 有る？ そうです か、 

いや 妙です なァ …… 実は、 つい 今し がた、 箱 根の 近く 



ま さお 

達 を、 黙って 真ッ 蒼い 顔 をしながら 睨め 廻した。 氷の 

ような 沈黙が 流れた が、 直ぐに 大月氏 は、 気 をと りな 

おすと、 ベル を 鳴らし、 再び 慌 しく 受話器 をと り 上げ 

た。 

—— 熱海署 だ— ああ、 もしもし 熱海署 です か？ 

…… 夏山さん はもう 出られました か 9 なに、 いま 

出る とこ 9 大変なん だ、 直ぐ 代って くれ …… 。 

—— ああ、 夏山さん …… いや どうも、 大変なん です 

…… ええ、 さっきの 自動車 なんです がね、 ところがね、 

くるま 

その 自動車 は、 ほら、 あの 岳 南 鉄道の 堀 見さん の もの 



ギヤ レ— ジ 

て 見た が、 そこで 車庫 の 方へ 歩きながら 警部補 は、 懐 

ギヤ レ ー ジ 

中 電燈の 光で、 地面の 上の 水溜りの 近くに、 車庫の 方 

へ 向って 急ぎ足に ついている 女の 靴の 跡 を、 二つ 三つ 

みつけ 出した。 

ギヤ レ ー ジ くるま 

車庫に は 自動車はなくて、 油の 匂いが 漂って いた。 

から ギヤ レ I ジ 

夏山 警部補 は、 暫くの 間、 空の 車庫 を あちこちと 調 

ベて いたが、 やがて 「ゥ— ム」 と 眩く ように 唸る と、 

屈みながら 顫える 手で ハンケ チ をと リ 出し、 そいつで 

包む ようにしながら、 床の たたきの 上から キラ リと光 

る もの を 拾い あげた。 

血に まみれた ナイフだった。 それ も、 見た こと もな 



いような 立派な ナイフだった。 見る からに 婦人 持ら し 

しゃれ え 

い 華奢な 形で 洒落た 浮彫りの ある 象牙の 柄に は、 見れ 

ば 隅の 方に なに か 細かな 文字が 彫り つらねて ある。 警 

部 補 は、 片手の 電気 を 近づけ、 視き 込む ようにして 見 

た。 

(第 十七 回の 誕生日 を 祝して。 1936.2.29) 

警部補 は 見る見る 眼 を 輝かしながら、 そお つと ナイ 

フを ハンケ チに 包む ようにして ポケットへ 仕舞い込み、 

おもや 

そのまま 急いで 母屋の ほうへ やって来 ると、 そこで ま 

ごま ごして いた キヨ を とらえて 早速 切り だした。 

とし 

「時に、 あんた は、 歳 はいくつ だ？ もう 五十 は 越し 



たな？」 

「いいえ、 まだ、 わたし 恰度で ございます。 恰度 五十 

で …… 」 

「ふむ。 では、 あんた の 娘さん は？」 

とし 

「敏 やで ございま すか？ あれ は 十八になります が… 

…」 

「じ ゃァ、 ェヴ アンスさん は？」 

「あの方 はもう、 六十 をと つくに お越しです」 

ri 昌 子さん は？」 

「お 嬢 様 は、 今年 十七で いらっしゃいます」 

「有難う」 夏山 警部補 は 満足そう に ニヤ リと 笑う と、 



「ではもう 一 つ、 他で もない が、 堀 見 家の人々 は、 皆ん 

な この 別荘の 合鍵 を 持って いるね？」 

「はい」 

「むろんお 嬢さん も？」 

「は ァ、 多分 …… 」 

「有難う」 とそれ から 傍らの 部下 を 振 返って、 元気よ 

く 云った。 「さ ァ、 もうこれ で ここ はいいよ。 裁判所 

の 連中が 来る まで は、 警察 &に 残って いて 貰う ことに 

して、 これから 直ぐに 有料道路へ 出掛け るんだ」 

丄八 



けれども この 捜査の 困難 さは、 半哩と 走らない 内に、 

人 々 を 焦躁 のどん 底へ 突き落した。 谷 沿いの 徐行 だ か 

ら、 ヘッド • ライトの 光の 中には、 谷に 面した 道路の 

片端が いつも 見えて いるの だが、 路面 は 全く 乾燥して 

いて、 何処から 滑り落ち たか 車の 跡 さえ 判らない。 せ 

めて 道端に 胸壁で もあって、 それが 壊れて いれば 墜落 

個所の 見当 はっくの だが、 この 道 は 人の 通らない 自動 

車 専用の 道路 だから、 そのような 胸壁 や 駒 止め も、 白 

と ， .1 ろ ど > J ろ 

塗の スマ —卜な 奴が 処 々装飾的に 組まれて ある だけ 

で、 とんと 頼りに ならない。 

くるま 

無意味な、 憂鬱な 捜査が 暫く 続いて、 やがて 自動車 



は、 胸壁の ない 猛烈な S 字 型の 力— ブに 差し かかった。 

警部補 は 苛立た しげに 舌打ちす る。 自動車 はク ルリと 

力— ブを 折れて、 いままでの 進路と 逆行す るよう に、 

十 国 峠の 方 を 向いて 走り だした。 

S 字 力— ブの尻 は、 大きな 角張った C 字 力— ブに 

やじるし 

なって いる。 L の 字 を 逆立ち させた ような 矢標 のつ い 

た 道路標識 を 越して、 二十 米突 も 走った 時だった。 な 

に を 見た のか 大月氏 は 不意に ギクッ とな つ て慌 しく 腰 

を 浮かしながら、 

「止めて 下さい！」 

—— 巡査 は 直ぐに ブレ— キを 入れた。 



自動車 は 灯 を 消して 動き 出した。 

「いったい、 どうしたん です？」 

やみ たま リか 

暗の 中で 警部補が 堪 兼ねた ように 叫んだ。 

「いや 判り かけたん です。 真相が 判り かけたん です。 

いまに 出ます よ」 

「何が 出て 来 るんで す？」 

「直ぐです から 待って 下さい」 

さ つ き 

自動車 は 先刻の 位置へ 徐行 を 続ける。 C 字 力— ブの 

終りの 角の 直前 だ。 道が グッと 左に折れて いるので、 

ま つ くろ 

ヘッド. ライトの 光の 中には、 真黒な 谷間の 澄んだ 空 

間が ある だけ だ。 



—— 直ぐ 眼の 前の 窓 硝子の 表面に は、 L 字 を 逆立ち 

やじるし 

させた ような、 有り得べ からざる 右 曲り の 矢標を 書い 

た 標識が、 明るく、 近く、 ハツ キリと 写った。 が、 直 

ぐに それ は、 吸い込まれる ように 闇の 中へ 消えて し 

まった。 

眼前の 道路 は 左に折れて いるの だが、 幻の 標識 は 右 

曲り だ！ 

七 

「いや、 あなたが 硝子に 写った もの を 見て、 直ぐに 後 



見る 人々 の 眼の 底に 鮮やかな 残像 をい くつ もい くつ も 

ダブらせて 行く の だ つ た。 

い たずら 

「偶然の 悪戯です よ」 大月 氏が 云った。 「あれ は、 直ぐ 

横の 小山の 向う から、 斜めに 差し込む 航空 燈 台の 閃光 

です。 つまり こちらから 見る と、 向う の 左 曲り の 力— 

やみ 

ブを 教える ために 正しく 左 曲リを 示して いる 暗の 中の 

標識が、 閃光に 照らされた 途端に、 後ろの 窓 を 抜けて、 

ガラス 

前の この 硝子 窓へ 右 曲り の 標識と なって、 写 るんで す。 

…… ク ー ぺはル —ム • ライト を 消して たし、 前の 谷が 

空気 は 清澄で、 ヘッド. ライト は 闇の 中へ 溶け込んで 

ガラス 

います。 おまけに この 硝子 は、 少しば かり 傾斜して い 



ますので、 反射した 映像 は、 操縦席で 前屈みに なって 

いる 人でなくて は 見えません。 でも、 それにして 

も、 ふッと 写った この 虚像 を、 本物と 見間違えて 谷へ 

飛び込む なんてた だの 人間 じゃァ ないです ね」 

「よく 判りました。 とにかく、 早速 下りて 見ましょう」 

くるま たにぎ わ 

警部補の 発言で、 人 々 は 自動車 を 捨てて 谷 際 へ 立つ 

た。 ヘッド. ライトの 光の 中へ 屈み込んで 調べる と、 

まぎわ 

間もなく 道端の 芝草の 生 際に、 ク —ベが 谷へ 滑り込ん 

だ それらし ぃ痕 がみつ かった。 

あた リ スロ— プ ゆる 

「この辺なら 下りられ ますね。 傾斜 は 緩やかな もん 

です よ」 



にしながら、 小さな 燈 をた よりに 山肌 を 下りて 行った。 

が、 やがて ふと 立 止った。 

「夏山さん …… 生れて、 二つに なって、 第一 回の 誕生 

日が 来る。 三つに なって、 第二 回の 誕生日が 来る …… 

そうだ、 今年 十七の 人なら、 十六 回の 誕生日で すよ」 

「え ッ、 なに？」 

警部補が 思わず 振 返った。 

「夏山さん …… 十七 回の 誕生日なら、 ナイフの 主 は 十 

八です よ」 

「十八 9 …… 」 と 警部補 は、 暫く 放心した ように 立 竦 

あ わ 

ん でいた が、 直ぐに 周章て て ポケットから ノ ） ^をと 



しらが 

全く —— 白髪頭の、 小さな 白い ェヴ アンスの 顔 だつ 

た。 愛する 富 子の 清浄 を どこまでも 守り 通した 気品と 

罪への 恐怖と 悔恨に、 引き 歪められた ェヴ アンスの 顔 

だった。 

(「新 青年」 昭和 十 一 年 八月 号) 
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